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人間id5、「私の人生はこのため:i_あったのだ」「これをするために私
は生まれてきたのだ」という、自分のミッションに気付く瞬間があ
る。これを見つけることができたとき、人は初めて自分の人生を心

の底から肯定できるようになるのではないか。

｢魂のミッション」に目覚める者となろう諸富祥彦…8

子育て新システムと民法改1Fが実現すれば､：家族あっての子育て.：
という意識は薄れ、婚外子であるかどうかは問われなくなる。しか
し､婚外字を含めて出生率を上げ､社会が子育てするという方法iよ、
ニシア革命後のソ連で実験済みだ。

｢総合こども園」がもたらす子育てのコンビニ化…10

｢教える価値がより子供の将来･成功に結びつくこと｡そして､その

価値の深化に対し、数値など目i：見える評価を出す硬とが必要」と
見る。これが米国最大の公立チャーター制学校グループが行ってい

る人格教育プロジニクトだ。

より実践的な内容目指す「人格教育」・米国の新しい潮流…16

今月の
焦点

巻頭言

精神性に気付いた日本人の進む道鯛人間性復活運動本部理頚長三角正明

教育再生への課題と展望

誰にも｢生きる意味と使命｣がある

｢魂のミッション｣に目覚める者となろう明治大学教授諸富祥彦
家庭学

デ総合こども園｣がもたらす子育てのコンビニ化

情報ファイル

児童虐待の被害児童、最多の398人

大学生の基礎的数学力低下が浮き彫り

ワールドアフェアーズ

より実践的な内容目指す｢人格教育｣～米国の新しい潮流

コラム

日本人よ、テ団結の力｣を取り戻せ筑波大学名誉教授鈴木博雄

発言

学校教育の忘れもの一数学者ガロアの生涯哲学者河端春雄

子育ては絵本で大丈夫

｢おしやかさまのたんじよう日」･家の無病息災とこどもの成長を祈る鶏蕊阜校代表浜島代志子
教育情報

非出会い系サイト被害、初めて減少ほか

BookRevEw／読者の声

歴史と伝統の探訪

日本の赤十字運動の先駆者／福岡･北海道
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(社)人間性復活運動本部理事長

三角正明

か
、
ひ
と
ご
と
で
な
く
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
る
人
が
増
え

た
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
災
害
は
空
前
の
被
害
を
与

え
る
と
同
時
に
政
治
、
行
政
、
そ
し
て
国
民
の
在
り
方
を
問
い

掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

物
質
生
活
を
追
求
す
る
だ
け
で
は
人
間
と
し
て
の
価
値
は
低

い
ま
ま
で
あ
る
。
人
と
し
て
生
き
る
上
で
、
何
が
本
当
に
正
し

い
の
か
を
考
え
、
心
の
在
り
方
に
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
る
・
精
神
性
の
重
視
に
舵
を
切
る
時
が
来
た
の
で
あ
る
。

精
神
生
活
七
割
、
物
質
生
活
三
割
く
ら
い
の
気
持
ち
で
行
く
の

が
妥
当
で
は
な
い
の
か
。

精
神
生
活
と
は
何
か
。
自
分
の
力
だ
け
で
生
き
て
い
る
の
で

は
な
い
こ
と
に
気
が
付
く
処
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
よ
う
に
思
う
。

大
自
然
の
奥
に
あ
る
大
き
な
意
思
を
想
定
す
る
こ
と
が
人
間
の

土
台
を
作
る
よ
う
に
思
う
。
昔
の
人
が
、
天
地
神
明
に
恥
じ
な

い
生
き
方
を
目
指
し
た
よ
う
に
、
自
己
中
心
の
考
え
方
か
ら
多

く
の
人
の
た
め
に
動
く
と
い
う
利
他
精
神
へ
の
転
換
が
必
要
で

あ
る
。世
界
第
二
位
の
経
済
力
ま
で
上
り
つ
め
た
も
の
の
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
、
凋
落
の
憂
き
目
を
味
わ
っ
て
い
る
。
栄
枯
盛
衰
は
世

の
習
い
で
あ
る
。
こ
の
中
で
焦
ら
ず
に
、
過
去
の
栄
光
を
追
う

こ
と
な
く
、
浮
き
沈
み
の
な
い
永
続
性
の
あ
る
着
実
な
社
会
を

目
指
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
目
の
前
の
繁
栄
を
求
め
な
い

こ
と
。
誰
も
が
、
人
間
と
し
て
の
向
上
を
目
指
す
性
質
（
人
間

性
）
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
れ
を
発
現
さ
せ
る
べ

く
生
き
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

千
年
に
一
度
と
い
う
巨
大
地
震
に
よ
る
大
津
波
を

東
北
沿
岸
の
人
々
の
何
人
も
が
、
小
型
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
で
必
死
に
記
録
し
た
。
そ
の
現
場
映
像
に
驚
嘆
し

つ
つ
、
日
本
人
は
津
波
の
実
像
を
歴
史
上
初
め
て
地

元
の
人
々
と
共
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
抗
す
べ
く

も
な
い
圧
倒
的
な
津
波
の
力
を
目
に
す
る
の
は
初
め

て
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
地
震
と
津
波
に
よ
る
福
島
原
発
の
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
事
故
。
放
射
線
被
害
か
ら
の
避
難
と
電
力

消
費
の
否
応
な
い
制
限
。
沿
岸
に
並
ぶ
五
十
基
以
上

も
の
原
子
炉
。
地
震
国
で
あ
る
日
本
が
な
ぜ
原
発
を

こ
れ
ほ
ど
造
っ
た
の
か
と
、
日
本
人
の
目
か
ら
大
き

な
鱗
が
剥
が
れ
落
ち
た
。
今
ま
で
は
、
日
本
の
現
実

が
日
本
人
に
見
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

天
罰
と
言
っ
た
知
事
が
い
た
。
発
言
に
は
賛
否
両

論
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
大
自
然
に
生
か
さ

れ
て
い
る
と
い
う
感
謝
を
見
失
っ
て
い
た
こ
と
、
大

自
然
を
軽
く
見
て
、
経
済
発
展
一
本
槍
で
走
っ
て
き

た
姿
に
、
日
本
人
は
よ
う
や
く
気
付
か
さ
れ
た
の
で

あ
る
。人
命
の
犠
牲
は
大
き
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
大
震

災
が
な
か
っ
た
ら
、
日
本
は
何
の
反
省
も
無
く
こ
れ

ま
で
の
生
活
を
続
け
て
い
た
だ
ろ
う
。
原
発
も
造
り

続
け
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
？
と

い
う
天
か
ら
の
厳
し
い
が
心
に
迫
る
忠
告
と
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
何
が
大
切
で
、
何
が
駄
目
な
の

に気付いた日本人の進む道

瀞



今
こ
の
一
瞬
一
瞬
に

心
を
込
め
て
生
き
る

教育再生への課題と展望

4

誰
に
も
『
生
き
る
意
味
と
使
命
』
が
あ
る

■
一私たちは「今この一瞬一瞬に心を込め

て生きること」の大切さを学んだ。そ

して、この国全体が大きな祈りに包ま

れた体験は、消え去ることはない。

諸富祥彦
もろとみ・よしひこ

明治大学教授

1963年福岡県生まれ。筑波大学大学院博士課程修

了。英国イーストアングリア大学、米国トランス

パーソナル心理勢研究所客員研究員、千葉大学教

育学部助教授を経て、現職。教育学博士。日本ト

ランスパーソナル学会会長、日本カウンセリング

学会理事、臨床心理士。著書に『9つのライフ・

ﾚｯｽﾝ川悲しみを忘れないで』『自己成長の心理

学』『生きづらい時代の幸福論』他多数。http:/／
morotomi･net／
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Ｉ
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経

ち
ま
し
た
が
、
ご
著
書
『
９
つ
の
ラ
イ

フ
・
レ
ッ
ス
ン
～
３
．
，
で
学
ん
だ
人

生
で
一
番
大
切
な
こ
と
貢
実
務
教
育
出

版
）
で
、
「
明
日
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
」

「
人
生
最
後
の
Ⅱ
か
も
し
れ
な
い
」
と
い

う
思
い
で
生
き
る
こ
と
が
大
切
と
語
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
大
人
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
重
要

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
を
家
庭
や
学
校
で
子
ど
も
た
ち
に
ど

の
よ
う
に
伝
え
れ
ば
い
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
か
。

En-ichi2012､4

、
ミ
ツ

と今は
家
庭
で
も
学
校
で
も
、
「
将
来
の

た
め
に
努
力
し
な
さ
い
」
と
言
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
少
し
違
う
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
。

こ
れ
は
「
今
と
い
う
瞬
間
を
未
来
と

い
う
幻
想
の
た
め
に
犠
牲
に
す
る
」
生

き
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を

善
き
生
き
方
と
し
て
教
え
る
親
が
多
い

で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
特
に
真
面
目
な

人
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
今
こ
の
瞬
間

を
生
き
て
は
い
け
な
い
の
だ
、
将
来
の

た
め
に
今
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
と
い
う
思
い
に
陥
り
や
す
い
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
来
ら
れ
る
人
の
中

に
も
「
今
こ
の
瞬
間
を
犠
牲
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
自
己
否
定
に

苦
し
む
人
が
多
い
の
で
す
。

臣
一

■
に



未
熟
な
親
が
子
供
に
食
事
や
水
も
与

え
ず
長
期
間
放
置
、
遺
棄
す
る
な
ど
、
子

供
を
死
に
至
ら
せ
る
残
虐
な
虐
待
事
件

が
後
を
絶
た
な
い
・
警
察
庁
の
ま
と
め

に
よ
る
と
、
二
○
二
年
の
児
童
虐
待

事
件
検
挙
件
数
は
前
年
比
九
・
一
％
増
の

三
百
八
十
四
件
で
、
こ
の
十
年
で
一
一
・
二

今
年
二
月
、
母
親
の
交
際
相
手
で
あ

児童虐待事件の検挙件数と検挙人数 '情報ファイル

409(件／人）

ま
た
二
○
一
一
年
中
に
虐
待
に
よ
っ

被
害
児
童
、
最
多
の
Ｂ
ｇ
Ｂ
人

虐
待
連
鎖
防
止
へ
、
家
庭
的
環
境
で
の
養
育
に
シ
フ
ト

400

嬬
童
虐
繕
事
件

385

る
男
性
（
二
七
）
の
東
京
・
新
宿
区
の

自
宅
で
男
性
か
ら
虐
待
を
受
け
た
四
歳

児
が
病
院
搬
送
後
、
死
亡
す
る
と
い
う

事
件
が
起
き
て
い
る
。

て
死
亡
し
た
児
童
数
は
六
人
増
の
三
十

九
人
に
上
っ
た
。
虐
待
死
亡
事
例
の
半

数
以
上
は
児
童
相
談
所
な
ど
行
政
が
関

わ
っ
て
い
た
が
、
防
げ
な
か
っ
た
。

若
年
結
婚
・
出
産
し
た
未
熟
な
親
が
、

不
安
定
な
夫
婦
関
係
、
脆
弱
な
家
族
と

地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
ゞ
虐
待
を

引
き
起
こ
す
場
合
が
多
い
。

加
害
者
自
身
が
幼
い
時
、
虐
待
を
受

け
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
現
在
、

虐
待
な
ど
で
親
と
暮
ら
せ
な
い
子
供
た

ち
の
九
割
は
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
の

施
設
で
暮
ら
す
。
虐
待
の
連
鎖
を
防
ぐ

に
は
、
何
よ
り
も
家
庭
的
環
境
で
愛
さ

れ
愛
す
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
。

従
来
の
施
設
か
ら
里
親
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

ホ
ー
ム
な
ど
の
家
庭
的
環
境
へ
シ
フ
ト

さ
せ
て
い
く
方
向
だ
が
、
里
親
女
性
に

よ
る
傷
害
致
死
事
件
が
発
覚
す
る
な
ど
、

課
題
も
多
い
。

'8
355

蕊
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329323316

300

252242

陽HIi宮
Ｌ
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155季

四0101 1
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倍
に
増
加
。
検
挙
者
は
四
百
九
人
（
同

六
・
二
％
増
）
、
事
件
に
関
わ
る
被
害
児

童
数
は
三
百
九
十
八
人
（
同
一
○
・
六
％

増
）
で
、
い
ず
れ
も
統
計
を
取
り
始
め

た
一
九
九
九
年
以
降
、
最
多
と
な
っ
た
。

被
害
の
内
容
は
身
体
的
虐
待
が
二
百

七
十
件
で
全
体
の
七
割
を
占
め
た
ほ
か
、

150

100

50

ロ

2002030405060708091011年

被害児童数
(人）

400

2002030405060708091011年

警察庁まとめ

398

350

300

250

200

150

100

性
的
虐
待
が
九
十
六
件
、
ネ
グ
レ
ク
ト

（
育
児
怠
慢
・
拒
否
）
が
十
七
件
、
心
理

的
虐
待
が
一
件
。
虐
待
の
加
害
者
は
実

父
母
が
全
体
の
六
割
を
占
め
る
が
、
「
養
．

継
父
」
や
「
母
親
の
内
縁
の
夫
」
な
ど
、

血
縁
者
以
外
の
男
性
に
よ
る
虐
待
が
Ｈ

｛
￥
つ
０

316315

316

1

164
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ｎ
本
の
大
学
進
学
率
は
五
○
％
を
超

え
、
「
大
学
全
入
」
の
時
代
を
迎
え
た
。

競
争
が
緩
和
さ
れ
、
大
学
の
共
通
課
題

入
生
の
半
分
は
一
般
入
試
を
経
な
い
、
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
（
ｏ
Ａ
Ｏ
入

試
）
や
推
薦
な
ど
で
入
学
し
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
学
力
レ
ベ
ル
の
学
生
が
一
緒

に
学
ぶ
状
況
下
、
二
○
○
○
年
代
か
ら

初
年
次
補
習
授
業
を
行
う
大
学
が
増
え

て
き
た
。
同
学
会
理
事
長
の
宮
岡
洋
一

東
京
大
学
教
授
は
「
ゆ
と
り
教
育
と
学

力
試
験
を
課
さ
な
い
推
薦
入
試
の
拡
大

が
学
力
低
下
に
拍
車
を
掛
け
た
」
と
述

べ
て
い
る
。

日
本
数
学
会
で
は
「
数
学
は
科
学
・
技

術
を
支
え
る
基
盤
で
あ
り
、
数
学
教
育

が
育
む
論
理
力
は
国
際
交
渉
で
も
不
可

欠
」
と
し
、
「
中
等
教
育
で
は
証
明
問
題

を
解
か
せ
る
等
、
論
理
性
を
育
む
教
育

を
充
実
さ
せ
る
」
、
「
大
学
の
数
学
入
試

問
題
は
で
き
る
だ
け
記
述
式
に
す
る
」
こ

と
を
提
言
し
て
い
る
。

理
数
系
研
究
者
の
層
の
薄
さ
が
指
摘

さ
れ
る
な
か
、
科
学
技
術
立
国
日
本
を

見
据
え
た
、
理
数
科
教
育
の
充
実
が
強

く
願
わ
れ
て
い
る
。

'情報ファイル

数学の問題の正答率

問題｢偶数と奇数をたすと､答えはどうなるか」 数
学
基
本
調
査

大
学
生
の
数
学
力
低
下
浮
き
彫
り

「
論
理
性
育
む
教
育
の
充
実
を
」

１椛
印

査
」
で
は
、
改
め
て
大
学
生
の
基
礎
的

数
学
力
の
低
下
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

調
査
は
昨
年
四
月
～
七
月
、
全
国
町

十
八
大
学
の
学
生
約
六
千
人
を
対
象
に

行
わ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
小
学
生
で
学
ぶ
「
平

均
」
の
考
え
方
を
大
学
生
の
二
四
％
が

理
解
せ
ず
、
ま
た
中
学
生
で
学
ぶ
整
数

の
理
解
を
問
う
「
偶
数
と
奇
数
の
和
が

奇
数
に
な
る
」
証
明
を
明
快
に
記
述
で

き
る
学
生
は
稀
だ
っ
た
と
い
う
。
た
だ

国
公
私
立
大
学
の
偏
差
値
別
、
学
系
別

で
み
る
と
正
答
率
に
か
な
り
大
き
な
開

き
が
み
ら
れ
た
。

授
業
時
間
と
内
容
が
三
割
削
減
さ
れ

た
ゆ
と
り
教
育
世
代
を
中
心
に
、
論
理

的
文
章
を
理
解
す
る
力
、
論
理
を
組
み

た
て
て
表
現
す
る
力
が
失
わ
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
危
倶
が
今
回
の
調
査
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
。

今
、
大
学
選
抜
方
法
は
多
様
化
、
新

(大学の偏差値別）

41．2

日本数学会「数学基本調査」

40

30

219

19．1

と
な
っ
て
い
る
の
は
大
学
授
業
の
前
提

と
な
る
学
力
不
足
の
問
題
だ
。
日
本
数

学
会
が
初
め
て
行
っ
た
「
数
学
基
本
洲

20

国
公
立
Ａ

毒
に

、
雲
．
．

13．5

10．610．2

I－■
4．3

縄■■占:，

10 銅
峰
剛
蝿
：
国
公
立
Ｂ

0

私
立
Ｓ

私
立
Ｃ

全
体

私
立
Ａ

私
立
Ｂ

国
立
Ｓ
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起
こ
り
、
留
学
一
年
半
で
帰
国
。
旧
幕

府
軍
に
医
師
と
し
て
参
加
す
る
。

箱
館
病
院
の
院
長
に
就
任
し
た
凌
雲

は
、
負
傷
者
を
敵
味
方
区
別
な
く
治
療

し
た
。
凌
雲
の
行
動
に
最
初
は
味
方
か

ら
反
発
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
凌
雲
は

こ
れ
を
一
蹴
。
パ
リ
の
「
神
の
家
」
で

見
た
診
療
精
神
を
実
行
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
行
動
は
、
日
本
の
赤
十
字
活
動
の

始
ま
り
と
言
わ
れ
る
。
新
政
府
軍
が
病

院
に
乱
入
し
た
時
も
、
身
を
も
っ
て
負

傷
兵
を
守
っ
た
と
い
う
。

箱
館
戦
争
が
終
わ
る
と
、
凌
雲
は
新

政
府
の
誘
い
な
ど
を
全
て
断
り
、
東
京

で
開
院
。
そ
し
て
一
八
七
九
年
、
貧
し

い
人
々
を
無
料
で
診
療
す
る
「
同
愛
社
」

を
仲
間
と
創
設
し
た
。
「
自
分
が
学
ん
だ

も
の
を
天
分
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
に

ほ
ど
こ
す
」
舎
箱
館
戦
争
銘
々
伝
』
新

人
物
往
来
社
）
。
こ
の
医
療
の
本
質
は
、

ま
さ
に
凌
雲
の
人
生
そ
の
も
の
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
回

⑤発行所
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(左上より時

計mりに)高

松凌雲(市

立函館博物

館蔵)､高松

凌雲顕彰碑

(福岡県小郡

巾)､五稜郭

と函館市内

(PⅨTA）
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江
戸
か
ら
明
治
へ
の
大
転
換
の
時
代
。

新
政
府
軍
と
旧
幕
府
軍
の
戊
辰
戦
争
は
、

箱
館
戦
争
で
決
着
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

こ
の
箱
館
戦
争
に
医
師
と
し
て
参
加
し

た
高
松
凌
雲
（
一
八
三
七
～
一
九
一
六
）

は
、
日
本
の
赤
十
字
運
動
の
先
駆
者
と

言
わ
れ
て
い
る
。

凌
雲
は
、
筑
後
国
御
原
郡
古
飯
村
（
現

在
の
福
岡
県
小
郡
市
）
に
生
ま
れ
た
・
医

師
を
志
し
大
阪
の
適
塾
に
入
塾
、
緒
方

洪
庵
の
指
導
を
受
け
る
。
そ
し
て
語
学

に
秀
で
た
凌
雲
は
、
幕
府
か
ら
将
軍
徳

川
慶
喜
の
奥
詰
医
師
に
登
用
さ
れ
る
。

一
八
六
七
年
、
幕
府
が
パ
リ
万
国
博

覧
会
に
参
加
す
る
幕
府
代
表
団
の
随
行

医
と
し
て
パ
リ
に
渡
り
、
そ
の
ま
ま
留

学
。
パ
リ
の
病
院
（
国
○
弓
国
早
口
日
ロ
Ⅱ

神
の
家
）
で
は
、
貧
し
い
人
た
ち
に
無

料
で
診
療
が
行
わ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、

強
い
影
響
を
受
け
る
。

そ
の
後
、
日
本
で
は
大
政
奉
還
、
さ

ら
に
新
政
府
軍
と
旧
幕
府
軍
の
戦
争
が

no263


